
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

結果目的語を取る古代ヘブライ語動詞

松田, 伊作

https://doi.org/10.15017/2332709

出版情報：文學研究. 74, pp.105-121, 1977-03-30. 九州大学文学部
バージョン：
権利関係：



結果目的語を取る古代ヘブライ語動詞

松 田 伊 作

1. 旧約聖害のヘブライ語の基本形 (qal)動詞のうち，いわゆる「結果

目的語」を取り得るものについて意味論的に考察する． 「結果目的語」

(resultative object) という伝統的術語を， 日本語の例によって説明し

よう．例えば， (1)ゴ八ンヲ食ベル (2)ゴハンヲタク という二つの文にお

ける目的語の動詞に対する意味関係を比較すると， (1) の文の「ご飯」は

「食べろ」という行為と無関係にそれ以前から存在するのに対し， (2) の

「こ‘飯」は「炊く」という行為の結果はじめて生じるものである．この(2)

の文の ゴハン のような目的語を結果目的語と呼ぶのである．

従来のヘブライ語文法の記述においては，例えば Brockelmannが，動

詞の目的語を affiziertesObjektとeffiziertesObjektとに分け，前者は

行為が直接加えられる対象を表わすのに対し，後者は行為の結果生じるも
のだとした．そしてこの effiziertesObjektは，それと統合する動詞と

同語根の名詞であることが多いとして， 「そこでヤコブは碑(m,_;,_;bh)を立
てた(j,_;,_;b)」（創35:14), 「地は草(ds')を生じる (ds')であろう」（創1:11), 

「彼はそれらの皮をはいで(p,_;,_;l), 白いはぎ痕(p,_;lwt)を作った」 （創30:
(1) 

37) のような例を挙げる．これらの文における動詞はすべて派生形(pi'el
ゃ hif'il)である点が特徴である．

Pi'el形については E.Jenniが， それと基本形や hif'il形との意味的

相呉について研究し， pi'elの意味は従来いわれていたような Intensivゃ
Kausativではなく， dasBewirken des dern Grundstamm entsprechen-

den adjektivisch ausgesagten Zustandes (基本形［の意味］に対応す

る形容詞的に表出された状態を生ぜしめること）であるとし，基本形が他
動詞であるときはその pi'el は resultativ であって， das Bewirken 
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des adjektivisch auszusagenden Ergebnisses der Handlu
ng im Grund• 

stamm ohne Rucksicht auf den aktuellen Hergang (行為の過程

を考えずに，基本形の表わす行為0),形容詞的に表出さるべき結果を，生
(2) 

ぜしめること）を意味すろ，とした．例えば， }:ilqは基本形では<teilen}>

する過程を閻題にするのに対し， pi'el形は<geteiltmachen}>であって，
(8) 

<teilen}>された結果だけを表出する，という．

Jenniはこのように，動詞の一脈生形と基本形との体系的意味関係とし

て resultativなる概念を導入したのであるが，彼の言う resultativ-

これに対して行為過程が関題になる Aktionsartを aktuellと彼は呼ぷ

ーーは， E.Leisiにおいて既に見出される概念である．すなわら Leisiは，

動詞を， winken,gehen, laufen等々のように， ‘嘩覚的に認知できる行

為の様式 '(diesinnlich wahrnehmbare Form des Aktes) が閥題である

ところの‘行為に条件づけられに '(aktbedingt)勁詞と， heizen,rollen, 

kochen等のように， 行為の様式ではなくその行為がもたらす結果が閥題
(4) 

である‘結果に条件づけられた '(resultatbedingt)動詞とに，区別した．

われわれが以下に扱おうとしている動詞が，この Leisiの言う‘結果動詞'

に含まれることは自明であろう．結果目的語ぱ問題の行為の目指ず結呆を

明示するものだから．

2. J. Lyonsは結果目的語 (objectof result) を取ろ動詞を意味論的

観点から existentialcausativeと呼び，この類に属する最も普通の英語

15) 

の動詞は makeだと言う． この makeに該当するヘブライ語の動詞は

'sh および p'l-—いずれも <do, make}>(BDB),<tun, machen}> (KBL, 

THAT), <fecit}> (Zorell)一ーであるが， これらの動詞が収る目的語の

大部分は結果目的であり，そしてそれらの名詞の多くが，ここで取上げる

他の動詞に対しても，結果目的の機能を果している．これらの動詞とその

結果目的語との間には＜作り出す＞ー一ぐ作り出されるもの＞という，意

味の呼応関係があるからである．一方，各動詞はそれぞれ独自の結果目的

語を持っていろから，各動詞ことにその浩果目的語となる名詞に共通の意
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結果目的語を取る古代ヘブライ語動詞（松田）

味特徴を求めることによって，各動詞特有の，目的語と呼応した，意味特

徴が引出せるはずである．

結果目的語を取る動詞は，常に結果目的語を伴うとは限らない．また結

果目的語以外の目的語を取ることもある．例えば， 炭ヲ焼ク という文

においては， 炭 という結果目的語が現れているが， 木ノ枝ヲ焼ク

という文における「木の枝」は， 「焼く」という行為以前から存在するも

のであるから結果目的ではなく，行為が加えられる対象である． いわば

「木の枝」を素材として「炭を焼く」のであるから，この 木ノ枝 のよう

な目的語を素材目的語と呼ぶことができよう．結果目的語を取り得る励詞

はこのように素材目的語をも取ることが多い． これらの動詞が＜作り出

す＞という意味特徴を持っているため，「作る素材」をも，意味の上から，

要求するからである．そして必要に応じてこれら二種類の目的語が一つの

文に現れることもある．そのさい日本語では，木ノ枝ヲ炭ヲ焼ク とは言

わず，木ノ枝ヲ（焼イテ）炭ニスル と言って，結果目的語が‘二格＇を取

るのに対し，ヘブライ語では 二 に相当する前置詞 (1など）が付くこ

ともある一方，二つの目的語をそのまま並べる場合が多い．二重目的語

01および02 とそれらを支配する動詞Vとの間には<(01をVして02
(6) 

とする＞という意味関係があることを，筆者は1969年の論文で，動詞ntn,

sjm, sjtについて見たのであるが， 01を素材目的語， 02を結果目的語

としたとき， Vがいかなる意味を持つかが，各動詞について考察されねば

ならない．そしてこれらの動詞は，結果目的語と呼応した意味特徴を持つ
と共に，素材目的語と呼応した意味特徴も持っているはずであるから，各

動詞特有の素材目的語が共有する意味特徴も考察の対象となろう．

3.'ph 

単独の目的語としては， m~wt<(種なしパン)> (創19:3),11).m<(パン＞
（レビ26:26イザ44:15, 19), mnl).h <(素祭)>(エゼ 46:20)があり，ぃ

ずれも結果目的である．これ以外の場合はすべて，素材目的語と結果目的
語とを二重目的の形で取る．
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wtql).-qml). wtls wtphw ffi$Wt. <彼女は粉を取って捏ね，これを焼い

て種なしパとにしたp(サム上28:24)

wj'pw't-hbl?q'sr hW$j'W ffiffi$riffi'gt ffi$Wt. <彼らはエジプトから

持って出た練り粉を焼いて種なしパンの菓子を作ったp(出12:39) 

wlql).t slt w'pjt'th stjm恙rhl).lwt <{あなたは小麦粉を取り，竺墾を

焼いて十二のパン菓子を作るp (レビ24:5)

このように 'phは「粉を素材としてパン類を作る」ことであり， 「焼

く」と訳される．目的語が意味的にきわめて限定されているので，

't'sr-t'pw'pw <焼くべきものを焼けp(出16:23)

のように目的語を取らぬ「絶対的」用法も可能なのである．しかし，

't-hmfmjm w't-hll).m'sr'sth<{彼女が任2五御瞬走とパンp(訓27:17) 

のように， 'phに呼応する意味特徴を持たぬ語 ここでは mfmjm<{御

馳走＞ーーが 11).m<{パンPfこ加わると， これらの結果目的梧はもぱや

'phではなく， より一般的な 'sh<{作る＞を，動詞として要求すること

になる．

本論の冒頭に挙げた例文 ゴハンヲタク や オ湯ヲワカス のような

日本語の表現は，この 'phffi$Wt <パンを焼く＞という表滉とパラレル

な現象のように見えるかも知れないが，そうではないであろう .'phは上

述のように二重目的を取り得るのに対し，日本語の 米ヲタイテゴハンヲ

作ル とか水ヲワカシテオ湯ニスル という文は，統語論的にせよ意味

論的にせよ，不適格だと思われる．タク，ワカスのような勁詞は結果目的

語だけを要求する 0)ではあるまいか．

ついで乍ら，日本語の 焼ク は，素材目的語についての選択の自由

度力ゞ 'phよりもはるかに高く，パンヲ焼ク は 'phに相当する意味だけ

でなく「パンをあぶる（トーストなど）」の意味もあり，両義的である．

く対象tこ紙を加える行為＞という意味特徴を含むヘブライ語勁詞のうち，

bsr <{肉＞を素材目的梧とする :;;lh<{焼く，（狐） bratenpと， 「人間」

（エレ29:22)や「穀物の穂」（レビ2:14) を対象とする qlh<{焙る，（独）
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結果目的語を取る古代ヘブライ語動詞（松田）

rosten>は，いずれも結果目的語を取らない.srp <t燃やす，（独） (ver) 

brennen>は創世記 11:3で， 「（天然乾燥の）煉瓦 (lbnjm) を焼き物

(srph) に焼く (srp) 」のように用いられるとき，結果目的語一―—この

場合は同属目的ーーを前置詞 lに支配させる．

4. krh, l).pr, l).~b 

このうち常に目的語を要求するのは krhだけで， しかもそれらはこの

動詞に対して結果目的となるような名詞に限られる．すなわち， bwr<(穴，

掘り井戸>(出21:33詩7:16), b'r <(井戸，泉>(創 26:25 民21:18), 

qbr<(墓>C創50:5代下16:1 4) , sjl).h <(穴>(エレ18:20,22詩57:7 119: 

85) , slJ.t<t落し穴> (簸26:27)で，いずれも＜掘られたもの＞である．

蔵言16:27の korehra'ahは qarahro'eh又は kurra'ahという読み換え
(7) 

が提唱されているけれども，マソラ・テクストのままに「悪を掘る者」と

読むことも可能である． 「悪」を結果目的とし， 「掘る」に潜在する＜作

る＞という意味特徴が「悪」という結果目的を取ることによって表面化し

ているのだ，と解すれば，この表現は忍hr'h <(悪を作り出す者＞と類義

であり， 「掘る」という意味が「悪」に＜掘られたもの＞という意味特徴

を付与しているのだとすれば， 「悪」は「人を陥し入れるための奸計」を

意味することになろう．もう一つの比喩的表現， 「あなた（神）は私に耳

('znjm) を掘った (krh)」 （詩40:7) では，耳の穴が問題にされてい

るのである．

l).prは bwr (詩7:16) および b'r (創21:30 26: 15, 18, 21, 22, 32 

民21:18) という結果目的語を取る点で krh と同じだが， gwmm~<(穴＞

を結果目的語として取る点で独自である．もっとも，この gwmm~ は 1

例（伝10:8)だけの語なので，他の動詞と結び付かなかったのは偶然の結

果であろう．以上のような結果目的語を取ることから l).prにく掘る＞と

いう意味特徴が含まれていることは確かであろう．しかし上に挙げた出例

箇所が示すように，この動詞が b'rを最も頻繁に支配し，そして同じく

「井戸」と訳されることはあっても実は雨水などを貯蔵するため人工的に掘
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(8) 

られた穴である bwrとは違って，この b'rは地表に近い所を流れている
(9) 

泉や水場を意味することを考えると， J;iprは少なくとも b'rを目的語と

する場合には「掘り当てる」と訳すべきであろう．じじつ }:tprb'rとい

う句は，いわゆる水争いの記事に見出され，創世記 26:32で従僕たちは自

分たちが }:tprした b'rのことを， 「わたし達は水を見付けた (mf)」

と報告するのである．こういうわけで， b'rを目的語としない次の文で

は， J;iprを「掘る」とも「探す」とも訳すことができるのである：ー一

「イサクの従僕たちは谷の中を }:tprしてそこに湧水の井戸 (b'rmjm 

}:tjjm=直訳：生きた水の泉）を見付けた」 （創26:19) 

「全エジプト人が水を飲むためにナイル河の周囲を }:tprした」（出7:24)

「わたしはフェラートに行き， }:tprして，隠しておいた場所から帯を取

り出した」 （エレ13:7)

Zorellはこの 3箇所の }:tprを一括して fodiendoquaesivit (掘ること

によって見出す）という訳を与えている．この動詞が 'r$<{土地＞を目的

語とする文（申1:22 ヨシ2:2,3)では文脈上「（土地を）探る」と訳さ

れるが，これは同形異義というよりもむしろ「掘る」→ 「掘りながら隠さ

れているものを探す」→ 「くまなく探る」という過程をとった意味の転用

と見てよいであろう．

l;t$bは bwr(申6:11 エレ2:13 ネヘ9:25 代下26:10)を上記 krhぉ

よび J;iprと，また qbr (イザ22:16) を krhと，それぞれ結果目的語と

して共有するほか， jqb(イザ5:2) をこの動詞独自の結果目的語として取

る．この jqbは葡萄を踏んで葡萄酒を作る為に岩に掘られた扁平な穴の

囮

ことで，だから jqbを作るためには固い岩を切り取らねばならない． こ

のことは， l;t$bが gzjt<{切り石}>(代上22:2)や nhst<{銅}>(申8:9)

を目的語として取ることと無関係ではないであろう．この場合，客観的に

はたしかに l;t$bという行為以前からあった物をこの行為によって明るみ

に出すことなのであるが，主観的にはその行為の結果，石なり銅なりが出

来たのであって，やはり「結果目的語」であるということができよう．日
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結果目的語を取る古代ヘブライ語動詞（松田）

本語の 石炭ヲ掘ル も同種の表現であろう．

なお，＜掘る＞という意味特徴を共有する以上三つの動詞には，二重目

的語を取る例が見出せない．

5. bnh と nt'

この両語は例えば，

彼らは家を建てて (bnh) そこに住み，

葡萄園を植えて (nt') その実を食べる．

建＿ (bnh) , 他の人が住むことなく，

植えて (nt')' 他の人が食べることはない． （イザ65:21-22)

のように類義的対語として用いられることが多い．じっさい nrの全用例

56箇所のうち約 3分の 1の箇所で bnh とのパラレリズムが見られる．と

くに上に掲げた箇所の後半のように目的語を取らぬ文では，伝道の書 3:2

―ここでは反義的対句が羅列されていて， nrは 'qrntw'<(植えられた

ものを抜く＞と，また bnhは3節で Pf$<(取り壊す＞と，パラレルをな

すーーを唯一の例外として，すべて bnhとの対語なのである（イザ65:22

エレ1: 10 18: 9 31 : 28 45: 4) . 

5.1. しかし両動詞の目的語については，比喩的に「人・民族」を意味

する語を取る場合をのぞくと，共通のものが見出せない．すなわち bnh

の結果目的語としては，
(11) 

bjt <(家)> (創33:17ほか約120例）， 'jr<(町)>(地名も含め，創4:17ほ

か約55例）， mzbl).<(祭壇)>(創 8:20ほか約45例）， l).wmh<(防壁)>(王

上3:1ほか12例）， bmh<(祭儀のための高所)>(王上11:7ほか10例）， s'r

＜門＞（王下15:35ほか 6例）， hkl<(神殴，宮殿)> (ホセ8:14ほか 5例），

mgdl <(塔)> (創11:4ほか 5例）， djq<(防塁)> (王下25:1ほか 4例），
徊）

mllw'<(ミロ)>(王上g:15ほか 2例）， mqds<(聖所)>(詩78:69ほか 2

例）， 'ljjh<(高殴)> (エレ 22:13 ほか 2 例）， j$j'<(脇屋~(王上6:5,

10) , ffi$Wf <(保塁)> (申20:20ゼカ9:3), bjrnjjwt <(要害~ (代下17

: 12 27:4), mbw'<(入口)> (王下16:18) , l).j$<(内壁)> (エゼ13:10), 
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gb <{ (聖娼と交る）台> Cエゼ16:24), rmh <{ (淫行の為の）高台＞

（エゼ16:25), lw);i<{横板>(エゼ27:5),~jwwn<{立札> (エゼ39:15), 

gdr <{城壁> (ミカ7:11) , tjrh <{塔>:(雅8:9), bjrh <{神殿>(代

上29:19) . 

これに対して nt'の結果目的語は，

krm <{葡萄園> (創 9:20ほか17例）， gnnh<{畑>Cエレ29:5,28), 

gn <{園><創2:8) . 

そして nt• krmは7箇所（申20:5-6 28:30イザ65:21エゼ28:26ア

モ5:11ゼパ1:13伝2:4)で bnhbjtと， 2箇所 （ヨシ24:13ーアモ9:14) 

で bnh'rjmと，それぞれ対句を形成している．

5.2 bnhの結果目的語となる上記の名詞の多くは 'shに対しても結果

目的語となる．例外は mgdl<{塔>, m~wr <{保塁>,J;imh <{防壁>,

s'r <{門>,gb <{高台>,hkl <{神殿，宮殿>などであって，これらの

名詞が落hの目的語となっている例は見出せない．一方沿hの目的語と

はなるが bnhの目的語とはならない名詞は枚挙にいとまが無いが，われ

われの関心を惹くものとしては， tbh<{方舟>,'rwn<{箱>,sl):J.n <{机>,

dlt <{扉＞などがある.~kkh <{仮小屋>1ま目的語として出る 6例のうち

1例が hqjm<{立てる＞に支配される外はみな 'shに支配され， 'whl 

＜天幕＞は nth<{拡げる＞に支配される 9例， 'shに支配される 2例に

対し， bnhの目的語となる例は見出せない．以上のような結果目的語と

なる名詞の意味考察から次のことが言える．すなわち，方舟とか箱とか天

幕に代表されるような＜移動される＞という意味特徴を含んだ語は，たと

え方舟のように大規模な構築物を表わすものであっても，それを bnhす

ると言うことは不可能なのである．これに反して例えば ~jjn <{立木L>の

ように，たとえ構造は単純であっても，＜移動される＞という意味特徴を

含まぬー一言換れば移動を目的として作られたのではないものを表わす

ー語は，それを bnhすると言うことができるのである．

bnhおよび 'shのいずれとも統合し得る名詞のうち， 'shの目的語と
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結果目的語を取る古代ヘブライ語動詞（松田）

なる例が最も多いのは mzblJ.<(祭壇＞である．そして例えば創世記35章

で， 「そこに祭壇を作れ（洛hmzblJ.)」 (1節）という神の命令の実行

が「そこに祭壇を築いた (bnhmzbJ.:i.)」 (7節）と記述されているのを

見ればー一これらはいずれも同一資料(E)とされる一一， 両動詞は少な

くとも mzblJ.という目的語に対しては全く同義的であるかのように見え

る．しかしながら bnhmzblJ. または 'shmzblJ. という句の現れる文脈を

さらに詳しく比較検討すると，両者の間には素材について相異のあること

が分る．すなわち， bnhされる祭壇は「石」を材料とすることが明記さ

れる（申27:5, 6 王上18:32) か，ないしは含意されている一~ りその

祭壇は犠牲を火で焼く「烙祭」を捧げるためのもの（創8:20 22:9等）であ

る—―ーことが多い．少なくとも素材が明記されている限り，それが石以外

の物であることはない． これに反して 'sh される祭壇はその大部分が

素材を明記され，それによれば僅かに 1例だけ（出20:25)が「石」であ

り，他は「土」（出20:24), 「青銅」（出38:30代下4:1), 「金」（王上7:48

代下4:19), または「木」 （出27:1 30:1 37:25 38:1など）を素材とす

る．青銅・金・木材を素材とする祭壇は，神殿構築の記事に出るものであ

って，他の芍h さるべきもろもろの器具と共に，精巧な作品であるべき

ことが規定されている．これに対して族長時代の祭壇は「切石を用いず」

（出20:25) 自然石を積上げただけのものであったのである．

5.3 一般に bnhが素材目的語を取る文例は少なく，素材目的語だけ

が出るのは，

lbnjm nplw wgzjt nbnh <(煉瓦が落ちたら，切り石を築こう)>(イザ

9:9) 

wjs'w't-'bnj hrmh w't•'$jh'sr bnh b塔'<(バァシャが築いたラマの

石と材木を彼らは運んで来た)>(王上15:22=代下16:6) 

の2例だけで，結果目的語と並べて二重目的の形式をとるのは，

l'-tbnh'thn gzjt <((もし君が私のために石の祭壇を作るのなら，）それ

を塑互で築いてはならない)>(出20:25) 
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'bnjm slmwt tbnh't-mzbl). jhwh'lhjk <(完全な石で君は君の神ヤハ

ウェの旦堕皇を築くがよい~(申27:6)

wjbn't訓;i.i;,rhpnjmjt slsh twrj gzjt wtwr krtt'rzjm <(彼は堕塵を

三列の切石と一列の杉材とで築いた~(王上6:36)

wjbnh't-h'bnjm mzbl). b紐m jhwh <(彼はヤハウェの名においてその

石で祭壇を築いた~(王上18:32)

素材目的語はむしろ前饂詞bで導入されることが多い.tことえば列王記

上15:22の，上に引用した文にすぐ続けて，

wjbn bro hmlk's''t-gb'bnjmn w't-hml;,ph <(そしてアサ王は至狂立

ヱベニャミンのゲバとミッパを築いた>

nt'は， bnhに比べて，素材目的語を取ることが多く，その種類も豊富

である．すなわち，冷＜樹木~(レビ19:23 伝2:5), zjt <(オリーヴ樹＞

（申6:11 ヨシ24:13), srq <(良質葡萄~(イザ5:2 エレ2:21), gpn 

＜葡萄樹~(詩80:9) ,'sl <(柳~(創21 : 33) ,'hljm <(沈香樹~(民24

: 6) ,'rn <(月桂樹~(イザ44:14) ,'rz<(杉~(詩104:16) . 

これらの語が表す樹木は， 「植える」という行為の結果はじめてこれら

の名で呼ばれるものでないことは，詩篇80:9の

あなたは葡萄の木 (gpn) をエジプトから抜取り，…それを堕立~(nt')

の文からも明らかであり，これがある土地に nt'されて「葡萄園」 (krm)

などと呼ばれるものになる事情は，ちょうど「石」がある場所に bnhさ

れて「祭壇」になるのと同じであるから， 「石」を bnhの素材目的語と

呼んだように， これらの語を nt'との関係で素材目的語と呼ぶのであ

る．これまでの考察から一応明らかなように， bnhと nt'とは，＜その

素材をある場所に固定させる＞という意味特徴を共有し，素材に細工を施

すという点は少くとも relevantではない．

5.4 前節の終に言及したように， bnhおよび nt'という行為は，本稲

で扱う他の動詞と異り，その素材を固定させるべき場所を必要とする．こ

の点が次の問題と関連してくる．すなわち，この二つの動詞は ＜荒れた
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結果目的語を取る古代ヘブライ語動詞（松田）

所＞という意味特徴を含む名詞を目的語として取ることがあるのだが， こ

の目的語と所与の動詞との意味関係をどのように位置づけるかという問題

である．例文を挙げよう：ー一

bnjtj hnhrswt, nt'tj hnsmmh ~(君達の周囲に残った諸国民は）私

（ヤハウェ）が荒れた所を bnhし，翌塁阻を nrした（ことを悟る）＞

（エゼ36:36) 

nrについてはこの 1例だけであるが， bnhはこのほか， }:irbh (イザ58:

12 61 :4 マラ 1:4) , hrjsh (アモ 9:1 1)を目的語として取る.nhrswt 

および hrjshと同語根の動詞 hrsは「彼ら（悪人ども）はヤハウェの行為

とその手の業とに目を留めないので，彼（ヤハウェ）は彼らを墓堕~(hr

s)'彼らを週区 (bnh)ない」 （詩28:5)のように， bnhの反義的対語と

して現れることもある．これからも分るように，これらの名詞は本来建物

があった所が破壊された状態を意味し， J::irbhと共に何れも「廃墟」と訳

すことはできるのであるが，われわれの資料におけるきわめて限定された

用例だけからは，これら各語の意味の相異を明らかにすることはできな

ぃ．しかしいずれにせよ bnhに対して結果目的の資格を持つものでない

ことは，上の説明から既に明らかであろう．上に掲げたエゼキエル書 36:

36で nrの目的語となっている nsmmhの語根 smmは， 「わたし達が

生きるために種を下さい． そうしたらわたし達は死なずに済み，土地も

smmしないでしょう」 （創47: 1 9)のような用例が示す如く，土地につい

ては放置されたため荒れているさまを意味する．従って nsmmhがnrの

目的語であるとき，それはそこに何らかの植物を nt'して畑なり果樹園

なりとすべき土地を指すことはほぼ明らかである．とすればこれとパラレ

ルの関係にある nhrswt,}:irbh, hrjsh も，そこに何らかの建物を bnhし

て，それを「町」などと呼ばれ得るようにすべき場所を意味するのではな

いか．このような解釈に立てば，問題の名詞は動詞に対して，素材目的で

も結果目的でもない第三の関係，いわば「素地目的」とでもいうべき関係

にある，ということができよう．素材と結果とは動詞の中に潜在している
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ことになる．

ところが bnhは一方では，

wbnw ];J.rbwt'wlm, smmwt r'snjm jqwmmw <{彼らは永遠の廃墟

を bnhし，いにしえの荒地を些主>(イザ61:4, 58:12をも参照）

のように「廃墟」を目的語としつつ， qwmm<{raise up (BDB), au£-

richten (KBL)::}ともパラレルをなす.bnhはこのほか， jsd<{establish 

(BDB) , festgrunden (HAL) ::} (詩78:69等）や hkjn<{set up (BD 

B) , errichten (HAL) > (詩89:5) とも同義的対語として用いられる．

このようなパラレルから， bnhには＜倒れたものを起す＞という意味特徴

も含まれていると推論することができる．とするとこの動詞が「廃墟」を

目的語として取るとき，く廃墟を復旧する＞ということであり， 「廃墟」

は素材目的語と見なし得るのではなかろうか． 「廃墟を起して町にする」

のであるから．上に引いたエゼキエル書36:36の直ぐ前の35節では次のよ

うに言われている：

人々は言う，荒れ果てた（函mmh) この地はエデンの園のようになっ

た．荒れ (];J.rbwt)に荒れ果て (nsmmwt)'破壊された (nhrswt)町

々が，人の住む防備ある町々となった．

つまり「君の町々を廃墟 (l;J.rbh) とし，君は荒地 (smmh) となる」 （エ

ゼ35:5) と言われたのと正反対の事態なのである．

bnhのこの意味特徴は，この動詞が比喩的に「民族」を目的語とする

とき，とくに著るしい．例えば

私（ヤハウェ）は彼らを恵もうと，私の目をその上に注ぎつつ，彼らを

この地に連れ帰る．私は彼らを bnhい彼らを壊さない．彼らを nt'

い彼らを抜きはしない． （エレ24:6)

私（ヤハウェ）はユダとイスラエルの運命を転換し，初めの時のように

彼らを bnhする． （エレ33:7)

「祖国への帰還」ないし「運命の転換」という鍵言葉が示すように，これ

らの文では，捕囚の民を本来の状態に復帰させることが述べられているの
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結果目的語を取ろ古代ヘブライ語動詞（松田）

である．

本論文は意義素の仮定を目的とするものではないが，以上の考察に基づ

いて bnhの意義素を立てるとすれば<((素材を）起して（ある場所に）

築き上げ（不動のものとす）る＞となろうか．

6. j$rと br'

この二つの動詞は，

l'-thw br'h lsbt j$rh <(彼はそれ（＝地）を空しくは創立ず，住むた

めにこれを遮二た)> (イザ45:18) 

jw$r hrjm wbr'rw}:i <(山々を遮〗風を創全者)> (アモ4:13) 

のように同義的対語として現れることからも分るように，多くの意味特徴

を共有している．第一に，これらが直接目的語を取るとき，それは常に結

果目的語として機能し，第二に，これらは同じ名詞を結果目的語として取

る．いまそれらの名詞を意味的に分類して示せば，

(1) 自然現象 hr'の目的語としては，「天と地」（創1:1 イザ45:18), 

「天」 （イザ65:17), 「地の涯」 （イザ40:28), 「星辰」 （イザ40:26),

「雲」 （イザ4:5) , 「風」 （アモ4:13) , 「北と南」 （詩89:13) , 「暗

黒」 （イザ45:7) , 「すべての業」 （創2:3). j$rの目的語としては，

「地」 （イザ45:18), 「大地」 （詩95:5), 「四季」 （詩74:17) , 「光」

（イザ45:7) , 「山々 」 （アモ4:13) , 「万物」 （エレ10:1 6 51 : 1 9) . 

(2) 生き物 br'の目的語としては，「人」（創1:27ほか約15例），「水に

住む動物」 （創1:21). j$rの目的語としては「人」 （創2:7,8) , 「生

苔物と鳥」 （創2:19), 「レビヤタン」 （詩104:26), 「目」 （詩94:9) , 

「イスラエル」 （イザ43:1ほか 6例）．

(3) 人の行為・態度 br'は，「災禍」（イザ 45:7,8), 「唇の実（＝祈

りの言葉）」 （イザ57:19) , 「純なる心」 （詩 51:12) . j$rは， 「心」

（詩33:15) , 「人の霊」 （ゼカ12:1) , 「災禍」 （エレ18:11) . 

このようなものを人間が作り出すことはできないから，これらの目的語

を取る場合，その動詞の主語は当然「神」 (jhwh, -'lhjm) である．
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br'.: と j$rは，以上のような共通点を持つ一方，次の点で相異が認め

られる．

(1) br' は主語として常に神一一異教神でない jhwh ないし 'lhjm——

を取る．これに反して j1;,rは，上記以外の目的語を取る文では， 「人」を

主語とする．すなわち「偶像」， (psl イザ44:9,12 ハバ2:18 ; 'l イ

ザ44:10)をj1;,rするのは「空しい」人間であり， 「陶器」を i$rするのは

陶器師で（イザ45:9), 権力の座にある者が「不法」を j1;,rする（詩94:

20) . 

(2) この事実と対応して， br' は素材目的語を決して取らぬのに対し，

j1;,rは取る場合がある．すなわち，

wjj1;,r jhwh'lhjm't-h'dm'pr mn-h'dm {: ヤハ ウェ神はム全土の墜

で作った><創 2:7)

ここでは二重目的語の形式をとるが，次の文では素材目的語が前置詞 mn

<から＞で導入される：

wj$r jhwh'lhjxn mn:h'dmh kl-1.J_jt hsdh w't kl-'wp h亙mjm <(ャハ

ウェ神は土から野のすべての生き物と天のすべての烏を造った>(創2:

19) 

すなわち， br'は神による，素材を必要としない創造を表わすのに対し，

j!?rの意味においてこの点は relevantでない．

1- 二重目的語

上の§2で挙げた拙論において，二重目的語の意味構造として

<{01=02>「01は02である」
似

があることを述べたが，前節に引用した創世記 2:7は

kj'pr'th w'l-'pr tswb <{なんじは塵であるから，塵に帰ることにな

る>(創3:19)

と対応している．

hmzb9_'!?·•·W'rkw wqjrtjw溶・・ （エゼ41:22)はテクストに問題があ

るが，これをこのまま読むと「その祭壇は木であった…その台とその脇は
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結果目的語を取る古代ヘブライ語動詞（松田）

木であった・・・」と訳され， 「木を bnhして祭壇にする」という二重目的

構文の基底構造を示している．

'shという動詞はその基本形だけでも旧約聖書に 2527回用いられてお

り，上に取り上げた動詞の大部分とその結果目的語を共有することは既述

のとおりであるが，二重目的語を取る例もぎわめて多く，その点でも「作

る」動詞の典型である．例えば，

w冷jtslJ.:in.'~j sttjm <(君はアカシャの木で机を作ることになる>(出

25:23) 

bnhとの対比で， 'shには素材に細工を施すという意味特徴があることを

§5.2で暗示したが，動詞と二重目的語とから成る文の意味構造ぐ01をV
して0止する＞に従って wjbnh't-h'bnjmmzbl:i (王上18:32) を「石

を笙いご (bnh) して祭壇とした」 と解釈できるとすれば，ぐshについて

は「アカシャの木を加工して ('sh)机とする」と言うことができる．

'shについてはこのほか， 「虚偽」 「義」 「不法」など行為そのものに

対する倫理的判断を表す語を目的語とする点で p'lと同じであることな

ど，考察を必要とするが，それは別の機会にゆずりたい．

8. 結び

以上，結果目的語を中心として若干の動詞について意味論的考察を行っ

たのであるが，語形成論的に見た場合，ここで取上げた基本形 (qal) の
(14) 

動詞がすべて pi'el形を持っていないことは注目に値する.§1で紹介した

ように Jenniは基本形で他動詞の機能を持つ動詞は pi'el形で resultativ

という Aktionsartを持つことを明らかにしたのであるが， われわれの

扱った動詞は基本形で既に resultativであるため pi'el形を必要としな

いのだと見ることができよう．

註

(1) Carl Brockelmann: Grundriss der vergleichenden・_Gramll}at:ik der seinitis-
chen Sprachen.Il.Syntax. Berlin1913,. §198-202. 同著者による Hebraische
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Syntax. Neukirchen 1953は本質的にはこれと同内容で，これては §90-93. 目

1内語じ）このよううな二分法は PaulJoi.ion: Grammaire de l'hebreu biblique. 
Z 

糾.Paris 1947, §125にも継承されてし、るなお Joiionが本書で用いている

accusatif de resultatとしヽ う術語は， "(la vigne) montera en ranees et en epi-

nes" (イザ5:6)や "labouche du juste s'epanouit en sagesse" 
(蔽1D: 31)の

例が示すように，主体自身に結果した状態を表わす‘対格’で，主体とは別個の存

任を表わすわれわれの結果目的梧とは別である．

(2) Ernst Jenni: Das hebraische Pi'el. Syntaktisch-semasiologische Untersu-

chung einer Verbalform im Alten Testam
ent. Zurich 1968, p.275. 

(3) 上掲書， p.126-7

(4) Ernst l,eisi: Der Wortinhalt. Seine Struktur im Deutsc
hen und Englischen. 

2. Au£!. Heidelberg 1961, p.93-4. 

(5) John Lyons: Introduction to ThP.oretical Linguistics. Cambridge 1969, 

p.439-40 . 

(6) 「占代文献語の意昧考察ーーヘブライ語一動詞群について一ー」『現代言語学；

p.299-311 

(7) Biblia Hebraica Stuttgartensia, 197 4 

(8)'Zisterne, birnenformige, oft tiefe (ki
instliche) Aushohlung im Felsboden, 

die der Aufspeicherung des Winterregens
, auch fiir Korn client'(HAL) 

(9)'Wasserstelle, Grundwasserbrunnen'
(HAL) 

M)'zwei flache im Felsboden ausgehauen
e Gruben, durch e. Rinne verbunden, 

die eine hoher als die andre gelegen; in der obern werden Trauben oder 

Oliven durch Treten gekellert; in der untern, .vohin d. Saft fliesst, !dart 

er sich zu Wein oder 01'(KBL) 

⑪ 申25:9や）レツ4:11の「家を bnhする」は[Levirat婚によって家を相続すろ」

という意味の慣用句であるが， ここでは文字通りの意味を閻題にする．

⑫ 適訳が無いためか聖書協会訳て「ミロ」と音訳されているこの語は，防塁のよ

うな構築物か.'Stiitzmauern u. Aufschuttung d. Terasse vor d. Tempel d. 

Heracles: "Fiillung", e. Bauwerk auf Terasse'(HAL) 

(13) Jouonは上掲書剣25で doubleaccusatif d'objet affecti (結呆目的語のご車対

格）について述べ，その中て特に次のような注目ずべき記述を行っている： 'Ily 

a encore double objet dans le cas suivant: si !'on transforme une proposition 

nominale (composee d'un sujet et d'un 
pr[,dical) en proposition verbale, 

avec un verbe tel que faire etc., le sujet devient objet, et le predicat 

-devient second objet.'「次v>よ弓な場合にもご．重目的語がある： （一つ())主梧
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結果目的語を取ろ古代ヘブライ語動詞（松田）

と一つい述語とから成る）名謡文を，且竺・主全 (J)ような動詞を用いて動詞文に

変換すると，主船ま目的語に，述語は第二目的語に，なる」
⑭ KBLが苔h{:.machen,tun)';- と同語根v) pi'el としてしも ＇函 eh は，；妙）
意味—-KBL 自身，基本形と無関係な 'drlicken, pressen' という訳語を与えて
いる一の点から見ても，基本形を欠く同形異義の語根の pi'eltごとすべきであ
ろ． この点， Zorell,Jenni (上掲書p.131--2)や THATの記述ぱ正しし，．
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